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1941年、神戸に生まれる。作家。神戸女学院大学
英文科卒、在学中の1963年から1年間イスラエル
留学。卒業後、出版社勤務、市民活動（不登校・
引き込もり青少年サポート）などのかたわら、ノ
ンフィクションを中心に執筆活動を続ける。

証言・満州キリスト教開拓村
国策移民迎合の果てに
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かつて日本の生命線と言われた満州国。その傀儡国家に、
国策として多数の農業開拓団が送り込まれた。現地人の土
地を取り上げ、各地に日本人村を作っていったのだ。その
中にキリスト教開拓団があった。敗戦と共に悲惨な最後を
迎えた団員の貴重な証言集。
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